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サ
ー
ビ
ス
残
業
撲
滅
に
向
け
て 

　
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
の
取
り
組
み 

 

　
　
―
―
〇
三
春
季
労
働
条
件
闘
争

を
中
心
に
―
― 
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〇
三
春
季
闘
争
の
取
り
組
み 

  

Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
は
二
〇
〇
三
年
の
春

季
労
働
条
件
闘
争
で
、
賃
上
げ
と
と
も
に
「
サ

ー
ビ
ス
残
業
撲
滅
」
を
掲
げ
た
。
基
本
的
な

考
え
方
は
、
「
人
員
削
減
や
経
費
削
減
、
成

果
主
義
的
な
人
事
制
度
の
影
響
に
よ
り
、
不

法
な
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
広
が
っ
て
い
る
。
長

す
ぎ
る
残
業
は
、
過
労
死
に

も
繋
が
り
か
ね
ず
問
題
も
多

い
。
労
使
協
議
を
通
じ
て
適

切
に
労
働
時
間
管
理
に
関
与

し
、
必
要
が
あ
れ
ば
是
正
を

図
る
。
職
場
の
点
検
活
動
を

行
い
、
組
合
員
の
意
識
改
革

に
取
り
組
み
、
職
場
か
ら
の

撲
滅
運
動
に
取
り
組
む
」
と

し
、
撲
滅
に
向
け
た
第
一
〜

六
ス
テ
ッ
プ
を
設
定
。
〇
三

年
一
一
月
ま
で
運
動
を
展
開

し
た
。 

 

六
つ
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
①

「
労
働
時
間
管
理
点
検
調
査

表
」
「
個
人
用
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
」
に
よ
る
調
査
、
②
重

点
取
り
組
み
を
絞
込
み
問
題

点
を
整
理
、
③
連
合
ノ
ー
残

業
ウ
ィ
ー
ク
へ
の
参
加
、
④

労
働
時
間
管
理
の
取
り
組
み

と
団
体
交
渉
で
の
協
定
化
、

⑤
取
り
組
み
、
交
渉
結
果
の

集
約
、
⑥
再
度
、
加
盟
組
合

が
一
職
場
以
上
、
一
週
間
、
実
態
調
査
し
、

問
題
あ
る
場
合
は
必
要
に
応
じ
対
策
を
強
化

す
る
―
―
と
し
た
。 

  

８
割
が
サ
ー
ビ
ス
残
業
あ
り 

  

は
じ
め
に
、
第
一
ス
テ
ッ
プ
調
査
の
結
果

と
、
第
四
、
第
五
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
報
告

す
る
。
第
一
ス
テ
ッ
プ
の
調
査
は
〇
二
年
一

二
月
に
調
査
票
を
送
付
、
〇
三
年
三
月
ま
で

の
回
答
を
集
計
し
た（
三
九
七
組
合
、回
収
率

一
九
・
七
％
）。サ
ー
ビ
ス
残
業
の
有
無
を
○

△
×
で
回
答
し
て
も
ら
っ
た
結
果
、「
○
」

と
回
答
し
た
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
あ
る
」
組

合
は
四
七
・
九
％
で
、「
△
」
を
含
め
る
と

七
八
・
九
％
に
も
達
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
残
業

の
有
無
別
状
況
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
あ

る
グ
ル
ー
プ
（
以
下
、「
あ
る
組
合
」）は
、「
な

い
」グ
ル
ー
プ（
以
下
、「
な
い
組
合
」）に
比
べ

て
以
下
の
点
で
問
題
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。 

 

「
使
用
者
や
管
理
者
に
よ
る
現
状
認
識
が

さ
れ
て
い
な
い
」
「
自
己
申
告
制
で
申
告
と

実
態
と
の
定
期
的
な
確
認
が
さ
れ
て
い
な
い
」

「
申
告
す
る
と
不
利
益
に
扱
わ
れ
る
危
険
が

あ
る
」
「
上
司
が
部
下
の
時
間
外
労
働
に
見

て
見
ぬ
ふ
り
」
「
残
業
の
手
続
き
が
不
明
確
、

割
増
賃
金
は
定
額
制
で
あ
る
が
定
額
を
オ
ー

バ
ー
し
た
分
を
清
算
し
て
い
な
い
」
「
パ
ー

ト
タ
イ
ム
に
も
残
業
を
さ
せ
る
」
「
三
六
協

定
時
間
の
オ
ー
バ
ー
分
の
管
理
を
し
て
い
な

い
」
「
時
間
管
理
に
な
じ
ま
な
い
と
す
る
役

職
と
優
遇
措
置
の
問
題
」
等
々
で
あ
る
。 

　
い
く
つ
か
実
例
を
詳
細
に
見
る
と
、
実
際

の
時
間
外
労
働
を
使
用
者
等
が
現
認
・
記
録

と
突
き
合
せ
「
し
て
い
る
」
組
合
の
率
は
、

三
〇
・
二
％
と
少
な
く
、「
し
て
い
な
い
」
の

ほ
う
が
二
倍
以
上
に
の
ぼ
る
。
こ
の
点
、
こ

う
し
た
チ
ェ
ッ
ク
が
有
効
な
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

ま
た
「
残
業
が
つ
か
な
い
役
職
者
は
、
労

働
時
間
管
理
に
な
じ
ま
な
い
立
場
で
あ
り
、

待
遇
面
の
優
遇
措
置
が
あ
る
」
に
関
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
残
業
が
「
な
い
組
合
」
は
、
五
七
・

六
％
と
過
半
数
に
の
ぼ
っ
た
が
、
サ
ー
ビ
ス

残
業
が
「
あ
る
組
合
」
も
三
八
・
九
％
優
遇

措
置
あ
り
と
回
答
し
た
。
本
来
時
間
管
理
を

さ
れ
る
べ
き
者
や
、
待
遇
面
の
見
直
し
が
必

要
な
ケ
ー
ス
も
多
い
と
推
定
さ
れ
る
。
○
△

×
の
回
答
毎
に
み
る
と
残
業
の
つ
か
な
い
役

職
者
は
い
ず
れ
も
課
長
、
店
長
、
課
長
代
理

の
順
だ
っ
た
。
残
業
対
象
の
分
水
嶺
的
役
職

に
対
し
て
、
労
働
基
準
法
に
照
ら
し
た
点
検

の
重
要
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
と
い
え
る
。 

 

実
際
の
労
働
時
間
と
申
告
時
間
を
「
定
期

的
に
確
認
し
て
い
る
」
は
、
サ
ー
ビ
ス
残
業

の
「
あ
る
組
合
」
で
一
六
・
八
％
と
、「
な
い

組
合
」
三
六
・
七
％
の
半
分
以
下
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
定
期
的
に
確
認
し
て
い
る
職
場
は

少
な
い
。 

 

サ
ー
ビ
ス
残
業
が
「
あ
る
組
合
」
に
つ
い

て
も
、「
不
利
益
取
り
扱
い
が
『
違
法
』
を

管
理
者
に
教
育
」
と
、「
不
利
益
取
り
扱
い
な

し
を
労
働
者
へ
周
知
」と
を「
実
施
し
て
い
る
」

が
、
そ
れ
ぞ
れ
三
一
・
八
％
、
三
四
・
六
％

あ
っ
た
が（
回
答
は
自
己
申
告
制
組
合
の
み
）、

労
使
の
取
り
組
み
が
十
分
で
な
い
こ
と
を
物 
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課　題　内　容 回　答 
組合数 

回答率 
（％） 

①時間管理に関する 
　組合員意識の醸成 
 

②職制の意識改革 
　 
 

③実態調査でサービ 
　ス残業を完全把握 
 

④残業申請しにくい 
　職場環境、雰囲気 
　を排除 

⑤人員配置適正化、 
　人員不足の改善 
 

⑥業務内容、作業計 
　画見直し 
 

⑦サービスなのか残 
　業なのか判断が難 
　しい 

⑧労使のチェック機 
　能強化 
 

⑨役職者、時間外非 
　対象者の長時間労 
　働 

⑩時間管理ルールや 
　オペレーションシ 
　ステム見直し 
 

46 

43 

32 

27 

25 

25 

24 

22 

22 

20

17.8 

16.7 

12.4 

10.5 

9.7 

9.7 

9.3 

8.5 

8.5 

7.8

語
っ
て
い
る
。 

 
「
時
間
外
労
働
を
正
確
に
報
告
し
た
場
合

の
不
利
益
扱
い
」
に
つ
い
て
は
、
当
然
サ
ー

ビ
ス
残
業
が
「
あ
る
組
合
」
の
方
が
、「
な
い

組
合
」
よ
り
も
多
い
が
、「
△
」
で
は
「
な
い

組
合
」
の
二
・
五
％
に
対
し
、「
あ
る
組
合
」

は
三
三
・
五
％
に
増
え
、「
×
」
で
は
同
様
に

「
な
い
組
合
」
一
・
三
％
に
対
し
、「
あ
る
組

合
」
三
・
八
％
と
少
な
い
。 

　
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
「
あ
る
組
合
」
で
は
、

「
黙
示
、
黙
認
の
残
業
が
一
部
に
あ
る
」
四

六
・
八
％
と
、
「
黙
示
、
黙
認
の
残
業
が
あ

る
」
二
五
・
三
％
を
合
わ
せ
る
と
七
割
に
も

達
す
る
な
ど
、
多
く
の
使
用
者
・
管
理
者
が
、

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
る
実
態
が
浮
か
び

あ
が
っ
た
。 

 

「
時
間
外
・
休
日
労
働
を
正
確
に
報
告
し

て
も
不
利
益
取
扱
い
は
な
い
か
」
に
つ
い
て
、

「
あ
る
組
合
」
は
、「
○
」
が
六
二
・
七
％
に

と
ど
ま
る
が
、「
な
い
組
合
」
は
九
六
・
二
％

と
ほ
と
ん
ど
の
組
合
で
不
利
益
取
扱
い
が
な

い
と
回
答
し
た
。
管
理
者
へ
の
教
育
や
労
働

者
へ
の
周
知
徹
底
が
、
有
効
な
サ
ー
ビ
ス
残

業
対
策
で
あ
る
こ
と
を
裏
づ
け
る
。 

 

こ
れ
か
ら
の
課
題
を
自
由
記
入
し
た
二
五

八
組
合
の
主
な
課
題
ベ
ス
ト
・
テ
ン
は
表
の

通
り
で
あ
る
。 

  

改
善
が
図
ら
れ
た
組
合
は
７
割 

  

取
り
組
み
や
交
渉
結
果
の
集
約
状
況
を
聞

い
た
第
五
ス
テ
ッ
プ
の
調
査
票
は
五
月
に
配

布
、
七
月
ま
で
に
回
収
さ
れ
た
の
は
四
一
八

組
合
（
回
収
率
二
〇
・
六
％
）
だ
っ
た
。 

 

「
サ
ー
ビ
ス
残
業
部
分
の
支
払
い
を
会
社

に
さ
せ
た
か
ど
う
か
」
は
回
答
し
た
一
二
九

組
合
中
、
三
五
組
合
（
二
七
・
一
％
）
で
「
支

払
い
」
を
さ
せ
た
と
回
答
。「
問
題
あ
る
部
分

の
労
使
協
議
を
行
っ
た
か
ど
う
か
」
は
回
答

し
た
一
六
七
組
合
中
、
一
三
七
組
合
（
八
二
・

〇
％
）
で
実
施
し
て
い
た
。 

 

「
問
題
あ
る
部
分
に
つ
い
て
改
善
要
求
、

取
り
組
み
を
行
っ
た
か
ど
う
か
」
は
回
答
一

五
九
組
合
中
、
一
一
九
組
合
（
七
四
・
八
％
）

で
行
っ
て
い
た
。
主
な
内
容
は
、
①
「
労
使

に
よ
る
対
策
委
員
会
を
設
置
し
対
応
」（
二
六

組
合
）
②｢

サ
ー
ビ
ス
残
業
分
の
支
払
い
を

要
求
」（
一
六
組
合
）
③
「
定
期
的
労
使
協
議

会
で
の
対
応
」（
一
五
組
合
）
④
「
労
働
時
間

の
適
正
把
握
に
関
す
る
指
針
に
基
づ
く
始
業
・

終
業
時
刻
の
記
録
等
の
徹
底
要
求
」（
一
四
組

合
）
⑤
「
人
事
部
や
職
制
を
通
じ
た
直
接
指

導
」（
一
四
組
合
）
⑥
「
業
務
分
担
見
直
し
や

作
業
改
善
取
組
み
」（
一
四
組
合
）
⑦
「
適
正

人
員
配
置
や
増
員
要
求
」（
一
二
組
合
）
⑧
「
時

間
外
労
働
か
曖
昧
部
分
の
明
確
化
」（
一
一
組

合
）
―
―
等
だ
っ
た
。 

 

「
要
求
・
取
組
み
で
改
善
が
図
ら
れ
た
か

ど
う
か
」
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
断
定
で

き
ず
回
答
で
き
な
か
っ
た
組
合
が
多
く
、
回

答
数
は
八
九
組
合
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
六
二

組
合
（
七
一
・
三
％
）
で
「
改
善
が
図
ら
れ

た
」
と
し
た
。
主
な
内
容
は
、
①
残
業
は
申

請
ど
お
り
に
②
業
務
効
率
化
の
取
組
推
進
③

把
握
し
た
労
働
時
間
と
合
致
し
て
い
る
か
、

必
要
に
応
じ
た
実
態
調
査
④
時
間
外
労
働
の

削
減
⑤
業
務
か
ど
う
か
曖
昧
な
部
分
を
明
確

化
し
職
制
を
通
じ
周
知
⑥
労
使
で
残
業
問
題

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
⑥
上
司
か
ら
残

業
時
に
指
示
が
あ
る
―
―
等
で
あ
る
。 

  

半
数
が
依
然
サ
ー
ビ
ス
残
業 

  

第
六
ス
テ
ッ
プ
の
調
査
は
、
加
盟
組
合
が

一
職
場
以
上
、
九
月
〜
一
一
月
の
内
一
週
間
、

再
調
査
を
行
い
一
八
九
組
合

か
ら
回
答
を
得
た
。 

 

職
場
別
に
「
き
ち
ん
と
労

働
時
間
管
理
が
出
来
て
い
る
」

及
び
「
ほ
ぼ
出
来
て
い
る
」

と
し
た
回
答
は
六
二
％
に
達

し
、
大
き
な
成
果
を
得
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
人

数
別
回
答
で
は
四
三
％
に
止

ま
り
、
調
査
が
行
わ
れ
た
組

合
員
の
半
分
以
上
で
ま
だ
サ

ー
ビ
ス
残
業
が
行
わ
れ
て
い

る
状
態
に
あ
っ
た
。
事
業
所

別
で
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
多
い
の
は
、
「
全
社
」

七
五
・
〇
％
、「
本
社
」
五
二
・
九
％
、「
店
・

営
業
所
」
四
四
・
六
％
、「
工
場
」
一
六
・

七
％
と
な
っ
て
い
る
。
部
門
別
で
は
、「
全

部
門
」
五
七
・
一
％
、「
営
業
」
五
四
・
八

％
、「
販
売
」
四
六
・
二
％
、「
管
理
」
四
一
・

二
％
だ
っ
た
。
回
答
母
数
が
少
な
く
あ
く
ま

で
参
考
だ
が
、「
設
計
」
で
一
〇
〇
％
に
達
し
、

「
開
発
」
で
も
五
五
・
六
％
に
の
ぼ
る
な
ど
、

両
部
門
で
大
き
な
問
題
が
あ
る
。 

 

時
間
管
理
制
度
別
に
そ
の
方
法
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
自
己
申
告
制
」と「
勤
務
表
管
理
」

が
そ
れ
ぞ
れ
四
七
・
四
％
、
続
い
て
「
タ
イ

ム
カ
ー
ド
」
三
一
・
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
ち
ら
も
回
答
母
数
が
少
な
く
あ
く
ま
で
も

参
考
だ
が
、「
変
形
労
働
時
間
」
を
導
入
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
一
〇
〇
％
、「
フ
レ
ッ
ク
ス
」

七
五
％
、「
タ
イ
ム
カ
ー
ド
無
」
と
「
パ
ソ
コ

ン
」
が
そ
れ
ぞ
れ
七
一
・
四
％
で
、
サ
ー
ビ

ス
残
業
あ
り
と
し
て
い
る
な
ど
、
調
査
結
果

か
ら
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
発
生
し
や
す
い
時
間

管
理
手
法
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
と
く
に
サ

ー
ビ
ス
残
業
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
全
社
全

部
門
と
の
回
答
が
最
も
多
く
、
労
使
に
よ
る

全
社
的
な
サ
ー
ビ
ス
残
業
撲
滅
に
向
け
た
継

続
的
な
取
り
組
み
が
ま
だ
ま
だ
必
要
で
あ
る
。

成
果
を
得
た
組
合
で
も
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
再

発
し
な
い
よ
う
、
根
絶
に
向
け
た
普
段
か
ら

の
取
組
み
が
望
ま
れ
る
。 

 

谷
津
正
信
（
や
つ
・
ま
さ
の
ぶ
） 

 

一
九
八
五
年
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
入
社
。

八
七
年
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
労
組
中
執
に

就
任
。
九
三
年
、（
財
）連
合
総
研
へ
出
向
。

九
九
年
よ
り
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
政
策
局
副

部
長
。 


